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令和４年度 事業計画 

 

 「健康を大切に、環境を大切に」をスローガンに、地域住民と企業で働く人たちの 

健康づくりと安全で住み良い環境づくりに貢献する。顧客のニーズを積極的に把握し 

信頼される健診、検査機関を目指す。又、受診者に質の高い健診、検査を提供するため

職員の接遇向上、精度管理の充実を目標に取り組んでいく。 

 ３年度も新型コロナウイルス感染は治まりを見られず、年末からはオミクロン株によ

る感染が拡大しました。健診は中止や延期もほとんどなく、計画どおり健診や検査を実

施することが出来ました。４年度も感染予防対策を徹底し安心して受診できる健診や 

検査を実施してまいります。 

 

１．健康づくり支援事業 

（１）保健指導・健康相談 

   ①保険者（協会けんぽ・健康保険組合）や事業所からの委託を受けて、特定保健

指導と健康相談等を実施し、生活習慣・食生活の改善を支援する。 

   ＊リモートによる保健指導の体制を進めていきます。 

   ②ストレスチェックの実施拡大と効率的な処理を目指す。またメンタル相談等を

行いメンタルヘルス改善の支援をする。 

（２）健康教育・講演会 

   ・事業所・団体の依頼による健康支援に関する健康講話・健康教室等を実施する。 

 

２．健康診断等事業 

（１）職域（企業）健康診断 

   ①長野県内（主に南信地域）事業所の労働安全衛生法に関わる健康診断の実施 

雇入健康診断、定期健康診断、特定業務健康診断（夜勤者等） 

 特殊健康診断（有機溶剤・鉛・じん肺・特定化学物質・行政指導等） 

②保険者（協会けんぽ・健康保険組合）から委託による長野県内の事業所の 

 生活習慣病予防健診、がん検診（胃・大腸・乳房・子宮頸部等）の実施 

③新規企業の確保に努めるための営業を強化する。 

（２）地域（住民）健康診断 

   ①中南信地域１４市町村の国民健康保険の特定健康診査、各種がん検診の実施 

    （胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診、乳がん検診、子宮頸がん検診等） 

（３）学校各種検査 

   飯田下伊那・上伊那地域における保育園・小学校・中学校・高等学校 

養護学校における学校保健法に基づく各種検査の実施 

   尿検査・心電図検査・貧血検査・脂質検査等 

（４）腸内細菌検査 

   ①食品衛生協会委託の食品取扱業者の赤痢菌・ｻﾙﾓﾈﾗ菌検査を年２回実施する。 

 ②飯田下伊那地域の保育園・小中学校・老人施設等の給食施設従業員の赤痢菌 

    ｻﾙﾓﾈﾗ菌・大腸菌 O ｰ 157検査を毎月実施する。 

（５）ルミパルスによるコロナ抗原定量検査の実施（３年度は 4,500件実施） 

   保健所からの依頼の行政検査にも協力する 



 

３．環境衛生等事業 

 （１）顧客への業務提案を積極的に進め、他社と競合しない事業展開を推進し、業務

拡大に努める。 

（２）リニア中央新幹線工事に伴う大気影響調査等（飯田市、松川町、阿智村、南木

曽町）の提案型業務を目指します。  

（３）三遠南信道の開通に伴う東海地区への業務拡大を視野に入れた営業展開を行う。 

（４）お客様へのサポート体制を強固なものとして、顧客と共生できる環境を整える。 

（５）水道ＧＬＰ検査機関として地域貢献に努めるとともに、検査精度の向上に努め

顧客満足度の向上を目指す。 

 （６）作業環境測定の新規顧客の確保に努めるとともに競争力を高める。 

 

４．精度管理 

（１）審査認定維持の為に定期的に自主監査及び標準作業書の見直しを実施する。 

   【健康づくり部】労働衛生ｻｰﾋﾞｽ機能評価（健康診断・ｽﾄﾚｽ改善支援・作業環境） 

           ＊認定更新の審査は４年１１月頃 

    【環境衛生部】 水道 GLP認定（水道水質検査 50項目）＊４年６月認定審査 

（２）外部精度管理の積極的な参加と内部精度管理の実施により技術力向上に努める。 

【健康づくり部】全衛連総合精度管理（臨床検査・胸部Ｘ線・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・腹部ｴｺｰ） 

        日本医師会、日臨技 

【環境衛生部】 厚労省（水道）、全国給水衛生検査協会、長野県水道協議会 

        日本環境測定分析協会、環境省（環境基準） 

（３）プライバシーマークの取得による個人情報の取り扱いとセキュリティ管理に万

全を期し、内部監査・職員教育を推進し信頼度の向上に努める。 

＊４年９月更新の審査 

 （４）リスクマネージメントの実行により、健康診断・検査業務におけるリスク等 

の低減を行い、適切・安全な健診およびサービスの提供を行う。 

 

５．研修・報告・その他 

 （１）コロナ禍により外部研修が行われない。健診・検査等の技術・精度の向上維持 

    目的にリモート研修や内部研修を積極的に行う。 

 （２）事業報告書（年１回）、機関紙中部公衆たより（年３回）の定期的な発行をする。 

 （３）検診車の補助金申請（宝くじ） 

  

６．機器等の購入予定  

胸部検診車、心電計、眼底カメラ、聴力計、自動視力計 

プラズマ発光分光分析装置 


